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Abstract･: This paper tries to analyze sedimentary environments of the Upper Cretaceous
Himenoura Group, exposed in Amakusa-Kamishima Island, ０ｎ the basis of micropale-
oecology of foraminifers and radiolarians, taphonomy of molluscs and sedimentology.
　The Lower Himenoura Subgroup can be divided into newly defined tｗｏ･formations;
namely, the Hinoshima and Amura Formations in upward sequence. The Hinoshima
Formation unconformably covers the Higo Metamorphic Rocks with basal conglomerate,
and then it is succeeded by several types of open marine sediments. Shelf sandstone
facies, which contains shallow marine molluscs, is very thin, and is restricted in the basal
part of the formation. It immediately changes upwards into thick, off-shore mudstone
facies, which is predominant throughout the main part of the formation. Benthic fora-
miniferal assemblages, which are referable to those of recent “slope basin" environments,
are obtained in the mudstone- Autochthonous molluscan assemblages, habitated in the
deep-sea mud bottom, also characterize this facies. On the other hand, shallow marine mol-
luscan fossils are undoubtedly present at several stratigraphic horizons. But all of them
exhibit allochthonous mode of occurrence in the slump deposits which are intercalated with
bioturbated off-shore mudstone, and of course, it does not mean the shallow marine origin
of this facies. The succession seemed to reflect sudden tectonic subsidence which was con-
temporaneous with rapid transgression （“Urakawa Transgression”) during the Santonian
time.
　Upper part of the formation is generally poor in molluscan fossils, but quite abundant in
radiolarians, benthic foraminifers and trace fossils of deposit feeders. The Amura Forma-
tion, composed of deltaic sandstone and black mudstone, overlie the Hinoshima Forma-
tion.
　1.は　じ　め　に
　熊本県天草郡の天草上島東岸部に模式的に分布する上部白亜系姫浦層群は，西南日本における典
型的な浦河海進の堆積岩相として，古くから地質学的･･古生物学的研究の対象とされてきている；
1901～2年の矢部長克のアンモナイトの研究をはじめ, 10指を越える先達による約40篇に及ぶ報告
がある．
　この中でTashiro (1976)は，姫浦層群からの二枚貝化石の詳細な記載をもとに，頭足類やイ
ノセラムスとその他二枚貝との層序関係を明らかにして，姫浦層群の生層位学的な，かなりの成果を
得ている．
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　天草地方の姫浦層群は，岩相・フオーナの違いをもとに主に天草上島地方に分布する下部亜層群
と天草下島・甑島地方に分布する上部亜層群とに大別される（田代・野田, 1973).
　今回，筆者らは，下部亜層群の模式的分布地域の天草上島東岸化:おいて，大型化石・微化石など
の産状と岩相の関係をつぶさに観察することにより，その古環境の復元を試み，西南日本における
　゛浦河海進″の実体にどこまで迫れるかをテーマとした．
　その結果は，各章ごとに分担者の責任において記述レ,.終りに模式地付近における姫浦層群下部
亜層群の古環境について総合的な復元を試みた．　　　レ　　　　ダ
2｡天草上島の姫浦層群の地質
(田代正之・谷内康浩)
　天草上島東海岸に分布する姫浦層群下部亜層群は，サントニアンを主とする樋の島層とカンパニ
アンの阿村層（共に新称）に区分される．　　　　・
　ａ．樋の島層(Hinoshima Formation)　　　　　へ1
　本層は天草郡竜ケ岳町樋の島・椚島にその下半部・姫戸町姫浦付近とその以北に上半部が海岸沿
いに良く露出している．本層は岩相の違いにより下・中・上の3･･部層に区分できる．
　下部層（砂・泥スランプ部層）（180 m）:植田・古川（1960）の姫浦層群下部層，田代・野田
(1973)の姫浦層群下部亜層群Ｌ－Ｉ層に対応する．基底部は肥後変成岩類（ここでは宮ノ原花肖
岩）を不整合に覆う疎岩から始まる．局地的に厚さｌｍ内外の赤紫色泥岩が基底疎岩の直上に重
なるところがある．一般に下部層の下半は，映岩・疎質砂岩・粗粒砂岩の交互層である．砂岩には
クロスラミナの発達が顕著である．また，イノセラムス（殆ど1几ｏｃｅｒａｍｕｓ　ａｍａｆｅｕｓｅ几ｓiｓ）の破
片が，特に疎質部分に疎と一緒に混在する．
　下部層の中部付近は，中粒砂岩と暗灰色シルト岩あるいは極細粒砂岩から構成されている．それ
らが数ｍ単位で成層している．砂岩層にはレンズ状にＧりｃ:ｙｍｅｒiｓの密集層が発達する．かつて
椚島のこの部分にはＳｐｏｎｄｙli↓ｓの床状密集層（図版4 , Figト1）があった．また，この位置と
ほぼ同層準にある竜ヶ岳町高串の海岸にも, Spondylusの床状密集団とその下位にＣｒａｓｓｏｓtｒｃａ
の床状密集層が存在したが，これらは現在露出していない(Tashiro, 1976参照）．
　暗灰色シルト岩には，人頭大前後の石灰質ノジュＴルが散点的であるが多種・多量に含まれ，植
物化石は原型を残したものが産出する．また厚さ数10 cm ほどの疎質砂岩が挾まれる所があり，
三角貝・Glｙｃｖｎｘｅｒiｓなどの貝化石がでる．
　下部層上部は，全体的に泥岩（シルト質）が優勢である，これには大・小規模の含疎泥岩（スラ
ンプ堆積物：数Ｃｍ～数ｍの厚さ）が頻繁に挾まれる．級化層理が発達した薄い中～細粒砂岩が，
シルト岩と互層をなす部分もあり，砂岩表面にはリップルマークて図版1 , Fig. 7)が残された
部分もある．中程に厚さ数ｃｍの凝灰質泥岩が挾まれる．
　含疎泥岩からは，三角貝をはじめとする多種の二枚貝，まれに巻良，ウニの破片などを産する．
その周囲のシルト岩からはイノセラムス・アンモナイし他の貝化石が産し，底生・浮遊生有孔虫
やナンノ化石も検出された（３・４章参照）．また，砂岩の薄層中にも浅・深混在の貝化石群が含
まれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　下部層の最上部付近は，含映泥岩の挾入も少なくなり，次第に泥岩優勢な中部層へ漸移する．
　下部層の下半部からは，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓが産するので，前期サントニアンが指示され，
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上半部はInoceramusμzμjnicusの産出により，後期サントニアンと考えられている．
　中部層（暗灰色泥岩部層）（300 m）:本部層は，植田・古川（1960）の姫浦層群中部の下～中部
付近，田代・野田(1973), Tashiro (1976)による姫浦層群下部亜層群Ｌ－Ｈ層に対応する．
　中部層の分布は樋の島・椚島にはなく，対岸の竜ケ岳町和田の鼻付近では貧弱であり，姫戸町姫
浦・二関戸付近・特に姫浦小島の先端近くに好露頭がある．中部層の岩相は無層理塊状の暗灰色シ
ルト岩の厚層を主としている．大型のInoceramusμiponicusやParuamussium yubarense,
Nanonavis sachalinensisなどがよく保存されている. Ｅｕｐａｃｈｙdiｓｃｕｓhaｒａｄａｉなどの成年
殼が得られる．また原型を保ったウニ化石や生痕化石も層面に良く保存されている．
　上部層（砂・泥細互層部層) (120 m）:田代・野田(1973)の姫浦層群下部亜層群Ｌ－ｍ層の下
半部に相当する．下部は，暗灰色塊状泥岩を主体とし，時折，厚さ数ｃｍ～数10 cm ほどの砂岩
が挾まれている．ところどころに，砂岩・泥岩ほぼ等量の細互層があり，砂岩層には級化層理が発
達している．ごくまれにイノセラムスが断片状に産する．それらは, Inocermus iaponicus. /･
bulticus toyajoanus, I- aff. naumanniなどであり，小型の/. naumanniを除けば，前２
者は成貝の破片として得られる事が多い．
　中部は，砂岩・泥岩のほぼ等量か，やや泥岩優勢の細互層を中心とするタービダイト相から構成
される．大型化石は殆ど知られていないが放散虫などの微化石は検出されている（後章）．
　上部は砂岩（厚さ数Ｃｍ～数10 Cm）が，ほぼ等量か，やや泥岩勝ちの砂・泥互層よりなる．時
には厚さ数ｍの砂岩がはさまり･，砂・泥岩層の境界では生痕化石がよく発達する．また最上部近
くに１枚の酸性凝灰岩（層厚２ｍ内外）が挾まれ，この凝灰岩層は周辺の島々の露頭へ連続性よ
く追跡でき，有効な鍵層となっている．
　本部層には，中部層に特徴的な巨視的規模のスランプ相は殆ど観られないが，全くなくなってい
るのではなく，数10 Cm～数Ｃｍの厚さで，細かい疎を含むスランプ相は幾層も観察できる．
　中部層の上部～上部層の露出は，天草上島の姫戸から阿村に至る海岸線に好露出があり，さらに
北方の千束蔵々島・戸馳島・宇土半島へと連続している．
　上部層上部からの大型化石は，千束蔵々島では暗灰色シルト質泥岩からInoceramus orientalis
nagaolの密集層が知られている（Ａｍａｎ０，1960）.また戸馳島からは，凝灰岩層直下の泥岩から，
Diplomoceras sp. やウニ化石が出る．
　ｂ．阿村層(Amura Formation)
　本層は，これまで姫浦層群下部亜層群の上部層の一部として取扱われてきた（例えば植田・古川，
1960,による上部層の上半部：田代・野田, 1973,によるＬ－ｍ層の上半部）．
　本層は，砂岩を主とする下部と，殆ど泥岩からなる上部の２部層に区分できる．共に，天草郡松
島町阿村の東方海岸に模式的に露出するが，北方の千東蔵々島・戸馳島・宇土半島にもその連続部
は露出している．
　下部層（粗粒砂岩部層）（50m）:砂岩がはるかに優勢（砂岩数10 Ci～数ｍ泥岩数10 Cm: 層厚）
な基底部約20 m （層厚）の上に，厚さ数ｍ～10数ｍに及ぶ砂岩層が薄い炭化物に富む泥岩（数
　10Cm～数ｍ：層厚）を挾みながら，全層厚約30mの間で繰返し本下部層の主部をなす．ほぼ中
部の泥岩層には，凝灰岩質泥岩も挾まれる．砂岩は粗粒-,一中粒で，大規模なコンボリュ一ションの
発達がみられ，砂岩単層の底部は波形に下位の泥岩を侵し，また疎岩状に泥岩パッチ（同時侵食辣）
を含む．生痕化石もよく発達する．
　樋の烏ﾄ.部層上部と阿村屈下部層の境界は漸移的であり，樋の島層上部の砂岩・泥岩互層中の砂
岩が急速に層厚を増したという型で始まる．そして，その変化はかなり急激である．
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　下部層上部は，砂岩優勢な砂岩・暗灰色シルト岩の互層（全層厚20m内外で，砂岩層数100 m ；
泥岩数ｃｍ～10数ｃｍ層厚の互層）をへて，上部層へ漸移する．下部層からは，まだ化石は出てい
ないが，宇土半島の本部層相当の砂岩層からInoceramus onenはμs nagaoi (Tashiro, 1976)
を得ている．下位の中部層下部から得られたイノセラムスやアンモナイトなどは／前期カンパニア
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　●　　　　　　　　　　Ｆンを示時しているので，本部層もカンパニアンである事は間違いないが詳細は不明である．
　上部層（暗灰色泥岩部層）（80m）:本部層は，暗灰色泥岩優勢な砂岩・泥岩の互層を示す下部と
殆ど泥岩からなる上部が認められる．泥岩は，炭質物に富む．本部層からは, Ｍｙｒtｅａ（?)sp.を
１ｲ固体とイノセラムスの破片（種不明）を得た．また，有孔虫化石も検出された．
　上部は，古第三系赤崎層に不整合関係で覆われる．なお，上部層の分布は，現在までにはこの阿
村の海岸で確認したのみである．　　　　　　　　　　　　　∧
3｡姫浦層群樋の島層の大型化石の産状と堆積相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(町代　正之●前田　晴良●･谷内　康浩)
は　じ　め　に
　姫浦層群下部亜層群から産する二枚貝化石については;これまでかなり詳細に記載されてきた
(Yehara, 1923 ;　Yabe and Shimizu, 1932 ;　Nagao, 1932;　Nakano, 1957 ;　Amano, 1960 ；
Matsumoto and Ueda, 1962; Ueda, 1963 ;　Tashiro, 1971, 1972, 1976, 1979など）．未記
載として残されているのはＬｉｍａ sp.（おそらく新種）’があげられるくらいである．また，化石
層序もほぼ確立されたといってよい（第一部参照）／
　一方，姫浦層群の堆積物は，性質の変化に富む．そこから産出する大型化石はいろいろな産状を
示し，それぞれの持つ意味は決して同じではない．また，それにともなって，さまざまな生痕化石
も見られる．これらは，当時の堆積環境についての重要な情報を提供していると考えられる．しか
し，その古生態学的意義については，今まで十分な研究が行われていない．
　筆者らは，姫浦層群について，その堆積の性質や，化石群集の産状叱着目して調べているところ
である．まだ研究途上であるが，天草上島を中心として観察の結果，現在までにわかったことを，
以下に簡単に述べる．　　　　　　　　　　　　　　　▽
　（1）樋の島層下部層基底部．
　樋の島の基底疎岩のすぐ上には，厚層理（厚ざ30 m－50 m）の粗粒砂岩が重なっている．この
砂岩の中には，イノセラムスの殻破片が，少量の力牛殼をともなって多量に含まれている（Ｌｏｃ.
Hs-.lなど；図２）．殻の破片は，直径数ｍｍから10数cmと大小さまざまで，砂岩単層の下
半に地層面とほぼ平行に密集して配列している．これらはすこし摩滅しており，成貝の破片が，強
い水流によって粗粒砂といっしょに基底部に流し込まれたものと思われる．一方，砂岩単層の上半
はやや細粒となり，殼破片を含まず，ト.ラフ型斜交層理かよく発達する．このような水流の変化を
示す堆積ユニットが，何回もくりかえしている．　　　　Ｉ
　その上位には，泥岩と交互に堆積する厚さ約３ｍの中粒砂岩が重なる．その中に，Glｖｃｙｍｅｒiｓ
ａｍａｈｕｓｅ几Ｓ臨が密集している(Loc. Kg-01の下位約2一一ｍ ；図２）. Ｇ.　ａｍａｈｕｓｅｒtｓiｓは，直径数
10 cm一数ｍ,厚さ30 cm―1 m の密集層をなす．これには，合弁個体，離弁個体の両方が含まれて
いる．離弁した個体は，一般に凸面を上に向けている：この密集層からは，筆者らの観察した限りで.＿
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は. Glyc:y,ｎ。is以外の貝化石は見られない.
　ＧりＣＴｍｅｒiｓ密集層とほぼ同じ層準のやや泥質な砂岩中には，Sp回心lus pseudocalcara£ａsのみ
からなる塊状の化石密集層(直径約２ ｍ，厚さ約1 m ； Loc. Kg－01の下位，図版3 , Fig. 1)
や，ひassos£rea aff. 融ωauchidensisのみからなるレンズ状の化石密集層が見られる．前出のイ
ノセラムスの密集層とは，
　(ａ)基質がやや泥質であること.
　(b)破片だけでなく，保存のよい完全個体がかなり含まれていること．
などの点て異なっている．これらの密集層は，残念なが･ら現在は露出していない．
　下部層基底部の砂岩層上面には，水平パイプ状の生痕化石が見られる(図版1 , Fig. 8).
　　（21　樋の島層下部層主部
　　樋の島層下部層基底部とは岩質が大きく変わり，最下部は砂質泥岩，主部は厚い暗灰色の泥岩よ
　りなる．
　　最下部は，堆積物食者による生物擾乱を強く受けた暗灰色の塊状ないしは厚層理の砂質泥岩を主
　体とする．これには局所的に多量の軟体動物化石が含まれる（Ｌｏｃ.Kg－01など；註）．産出
　化石は，イノセラムスとアンモナイトがその大部分を占める／幼貝から成貝までいろいろな成長段
．階の個体が観察できる．
　　イノセラムスは，そのほとんどが/. amakusensisにようて占められ，まれに/.ｎａｕｍａｎｎｉ，
　I.　ｅｚｏｅｎｓiｓが含まれる．他の二枚貝の産出は比較的少ない.，内生泥食者のAcila (Truncacila)
　hokkaidoensis,外生浮遊物食者のＰａｒｕａｒａｕｓｓiｕｍ. ｙｕbaｒｅｎ.卵,Mimachlamys (Ｎｉｐｐｏ几ｏｎｅｃtｅｓ）
　tamural immodes£ａなどが堆積物食者のブンブク類とともに泥岩中に散在的に含まれている．一方，
　Pycnodonte amakusensis, Atreta intsuraevisは，イノ々ラふスの殻に付着した産状で見いださ
　れる．
　　アンモナイトは，Ｎｅｏｐｈｙｌｌｏｃｅｒａｓ sp・,　ＧａｕＡ-ｙｃｅｒａｓ　ｄｅｎｓepliむａtｕｍ，Ｇ.£enuぷΓatum,Ｐｏｌｙ-
　ｐりｃｆｉｏｃｅｒａｓhaｒａｄａｎｕｍ, p. cf. ｏ&ｓ£rictum,£ａμzｃ硲ぶscus haradai (図版4 , Fig. 2A),Ｈａ-
　ｕｅｒｉｃｅｒａｓ（Ｇａｒｄ£ｎｌｃｅｒａｓ）･ａ昭ａＳ£um,Ｐｒｏtｅｘａｎｉtｅｓ(Aanatexani£eS）fｕｌｍ２ｏｕ)aiなどが泥岩中
　に見られる．いずれも幼殼から成年殻まで，さまざまな段階のものが見られる．未成年殼は，圧密を
　受けてはいるか，ある程度原型を保っているものが多い．一方，成年殼は破損していることが多い．
　直径40 cm 以上に達したＧａｕｄｒｖｃｅｒａｓ ｄｅｎｓｅｐｌｉｃａtｕｍの住房の破片は，よぐシュロの化石″と間
　違えられる．また，ＰＯりｐtｙｃＫｏｃｅｒａｓ類は，断片的な標本が多り・
　　その上に重なる樋の島層下部層主部は，厚い泥岩を主体としている．泥岩をよく観察すると，以下
　の三つのタイプが認められる.
　　（ａ）沖合いで普通に堆積したと思われる泥岩.［Deposit feederによる生物擾乱を受けている
　　　暗灰色の泥岩：　"Pelagic mudstone″ ］
　　（b）タービダイト性の泥岩.［Ripple current lamination を示ず細粒砂岩・シルト岩を下底
　　　に持つ暗灰色から明灰色の泥岩］　　　　　　　／　，
脚註：例えば、樋ノ島と椚島をむすぶ大橋の樋ノ島側の付け根付近に］司－地層而が露出する大露頭があった．
　　　そこから直径50数Ｃｍに達する　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ａｍａｈｕｓｅｎｓiｓがたぢさん採集されたことがあったが、今
　　　ではそこも草むしてしまった．
　圈　スランプ性の泥岩．［不規則な形の細粒砂岩パッチなどが入り混じっている泥岩］
　三つのタイプの泥岩のいずれからも化石を産するが，その持つ意味は大きく異なっている．以下，
(b),.(c), (a)の順で説明する．
　タービダイトというと，一般に砂泥互層を作るような砂質のものを指すことが多い．ところが，
樋の島層中・下部には，ほとんど泥のみからなる極細粒のタービダイトが頻繁にはさまれている
ことがわかってきたごこれらの泥岩のみからなるタービダイト（低密度タービダイト:Low-density
turbidite)は，厚さが数ｍｍから厚くても20 cm ほどで･，基底部に平行あるいは微小な斜交葉
理を示す極細粒砂岩をともなう場合がある．主体を占める泥岩は普通の泥岩（ａ）･に較べ，やや色
が明るく，粒度がむしろこまかいことが多い．また，均質で，生痕・堆積構造が全く見られない．
ただし，その厚さが薄い場合，堆積後に底生生物が掘り返してしまい，普通の泥岩（ａ）と区別し
にくくなってしまうことがある．タービダイ‘ト性の泥岩は／通常の沖合性の泥岩の中に何枚もはさ
まれている，この二つのタイプの泥岩は，しばしば同一露頭で見られ，しかも両方とも化石を含ん
でいることが少なくない．しかしこの場合，同じ露頭から出る化石といっても，同列に扱うことは
できない．
　ところで，泥岩中に含まれているアンモナイトの産状をよく観察すると，（ａ）の“Pelagic
mudstone”だけではなく，（b）タービダイト性泥岩や（ｃ）スランプ性泥岩に含まれている例がかなり
多いことがわかってきた．例えば，図版4 , Fig. 2Aの£ａμ2c勾ぷscus haradai (ま，同4 , Fig.
2Bに示したように，厚さ２－３ mm ほどの細粒砂岩の葉層にともなわれている（矢印は, Fig. 2A
のアンモナイトが含まれている場所を示す.）これは，明らかに砂粒といっしょに流れ込んだ産状
を示している.
　（ｃ）のスランプ性の泥岩は，樋の島層下部層主部のほぼ全域にわたってはさまれている／厚さ
50 cm－゜1.5 mで，大きく見て下半部と上半部にわけられる．下半部は，外来疎や砂岩塊を含み，
明らかに下をけずり込んで堆積した淘汰の悪い砂質泥岩よりなる〔疎質泥岩と呼ばれているものに相
当する(Loc. Kg-23, Kg-002など；図２，図版3 , Fig｡2の下半）］．
　上半部は，周囲の普通に堆積した泥岩（ａ）と似ている．しかしよく見ると，泥岩の中でこまか
くちぎれた小さな砂のパッチが，周囲の泥と不規則に混じりあい，斑状の構造を作っている（図版
３ ． Fig. ２ の上半）．また，生物擾乱を受けておらず，普通に堆積した泥岩ではないことがわか
る．おそらく，重い映質・砂質の部分が堆積した後に，泥質の，よりバラバラになった部分が堆積
した一連のスランプ堆積物と考えられる．また，泥岩中に泥質岩のみからなるスランプ堆積物がは
さまれていることもある．
　スランプ層からは，上半・下半を問わず，多量の貝化石が産出する．内生浮遊物食のApio£rigonia
(s. s.) rりinor, A. (s. s)ｏｂｓｏｌｅtａ, ＨｅtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａCNaka几ｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｇｒａｎｏｓａ，Ｇりｃｙｎｏｃｒiｓ
ａｍａｆｅｉｉｓｅｎｓiｓ，Ｇ.（Ｇりｃｙｍｅｒitａ）んimenourensis. Opis amakusensis,Ｆｅｎｅｓtｒｉｃａｒditａ ｄｅｎｓigｒａ-
４?ａ£ａ，＆･φhyla higoensis,内生泥食のＥｚｏｎｕｃｕｌａｎａ ｎｘａｃtｒａｅｆｏｒｎｘiｓなどの浅海生二枚貝類に
混じって，内生泥食者のAcila ( Truncacila)ｆｉｏｈｈａｉｄｏｅｎｓiｓ，Ｎｕｃｕla（ひi。nucula)foｒｍｏｓａ，Ｍ
（£.) nagaoi,内生浮遊物食者のNanonauis sachalinensis, Thyasila himenourensis, Ｍｙｒtｅａ
ｅｚｏｅｎｓiｓなど後述する周囲の泥岩にも見られる深海生のものが産する．これらの二枚貝は，離弁し
ていることが多く，特定の方向性を持たずに含まれている（図版3 , Fig. 2).殼は，保存のよいも
のから，破損したりすり減ったりしているものまでいろいろある．
　浅海生の貝が，スランプによって深海まで運ばれ，そこに棲んでいたものと混じりあって堆積した
産状を示していると考えられる．
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　アンモナイトも含まれるが，一般に破片となっている．　　・
　スランプ堆積物のまわりは，強く生物擾乱を受けた通常の暗灰色泥岩（ａ）よりなる．ここから
二枚貝化石を産するが，密集する産状は示さない．内生泥食者のAcila (Truncacila)holitｚａｉｄｏｅｎｓiｓ，
表1.樋の島層から産する代表的な二枚貝化石
　　　　(詳しい説明は本文中)
曇：autochthonous　　　□：a I Ioch thonous
泌)：near 1y autochthonous
N.ｕｃｕla（£ei。nuculd)foｒｍｏｓａ, N. (£.) nagaoi,内生浮遊物食者のNanonauis sachaline几sis,
Thyasila himenourensis, Myr£ea ezoensis などスランプ層からも出るものに加え, 　Ｓｏｌｅ　ｍｍａｎｇｕ-
sticaudataや，まれにLima sp. が見られる．イノセラムスを除き，大部分が合弁で見つかる／
また，合弁でないものも，もう片方の殼がそのすぐ近くにあったり，靭帯で連結されたまま見づか
るものもある. Ａｃｉｌａ，Ｔｆｉｖａｓilaは，合弁のまま圧密によりっぶれているものもあるが，ほぼ完
全な保存で見つかる化石が多い．さらに，殼がほぼ完全に保存されたブンブク類も見られる．これ
らは，深い沖合の泥底に棲んでいた，散在型の産状を示す自生群集と考えられる．この群集は，主
部の最下部の砂質泥岩中に見られる群集（前述）に，産状・種構成ともによく似ている．ただ，最
下部ﾌ）群集にはMimachlamys (Nｉｐｐｏａｏ几ｅｃtｅｓ）£amurai mmodestaのような浅海相からも産出する
種が含まれているのに対し，この主部の群集はThyasilaんimenourensisのように，現生の近縁種の
’分布から類推してもかなり深い環境に棲んでい゛たと思われる種を含む点が異なっている．
　なお，杖§の島層から産出する代表的な二枚貝（イノセラムスは除く）のリストをその産状とあわせて，
表,1に示す．
　また，最下部では前述のように，/.ａｍａｆｅｕｓｅ几ｓiｓが多産するが，主部の泥岩には，イノセラムスが
密集する産状は見られない．ただ，局地的にJ. ｊａｐｏｎｉｃｕｓの成貝が，同一地層面に散在していること
がある．
　泥岩中には植物化石もかなり多い．長さ10 cm ほどの原型を保ったシダの葉や，長さ30 cm ほど
の多分シダ類の茎と思われるものをはじめ，こまかい植物片も豊富に含まれる．
　樋の島層下部層には，この他に厚さ10-20 cm ほどの疎質砂岩がはさまれることがある．この砂岩
中には，他生的産状で，Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ(s. s.)ｍｉｎｏｒ,　Glｙｃｖｍｅｒiｓｏｍａｉｉｕｓｅ几ｓiｓ,Legmen sp. な
どの浅海生二枚貝が，イノセラムスの板状の破片や植物片とともに含まれている．貝は，ほとんど
が離弁の状態で，地層面と平行に配列している．
　（3）樋の島層中部層
　暗灰色の塊状泥岩を主体とする．スラツプ性泥岩は，ほとんどはさまれなくなる．下部層と同様，
泥岩は生物擾乱を受けているが，大型化石の産出はずっと少なく，局所的になる．
　例えば，姫戸町小島ではﾉ.ﾉ叩onicusの成貝が，同一地層面に散在している露頭がある．そのす
　く付近からは，直径20－30 cm ほどのＥｕｐａｃｈｙdiｓｃｕｓ　haｒａｄａｉの成年殻ばかりが，かつて多量
．に産出したことがある．また, Nahonauis sachalinensis,Ｐａｒｕａｍｕｓｓiｕｍｙｕbaｒｅａｓｅ，など沖合泥
底の群集を自生的産状で含んでいるが，その数は下部層に較べ，ずっと少ない．
　一方，ブンブク類の生痕は，豊富に見られる．これは，現生オカメブンブク類( Echinocardium
類）や，チョークのＭｉｃｒａｓtｅｒ類のような゛完全潜航・トンネル掘削型″のものではなく，
Ｈｅtｅｒａｓtｅｒ類など゛半潜航型″のウニのハイ跡である．ブンブク類本体の化石も散点的ながら含ま
れている．圧密によって潰れているが，もとは完全個体だったと思われるものが少なくない．
　（4）樋の島層上部層
　タービダイト性の砂岩（厚さ１丿Ｏｃｍ）泥岩（厚さ5し－20 cm）細互層を主体としている．砂岩はし
ばしばbouma sequenceの下半分（級化層理部あるいは塊状部）を欠き，下部平行葉理部ないし水流
リップルマーク部(current ripple lamination)から始まるタＴビダイト縁辺相(distal turbidite)
の性質を示す．・
　大型化石はまれで，産出は局所的になる．例えば，千束蔵々島では, Amano (I960)が報告して
いるようにInoceramus orientalis nagaoiが，密集層を作っている．これは，イノセラムスの殻が水
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平に密集配列した，厚さ10数cmの化石層で，暗灰色泥岩中にレンズ状にはさまれている．この産
状は,･大野川層群（大分県）で普通に見られる．また，北海道蝦夷層群のコニアシアン階から産す
る/.ａωajimensisにも同じような産状が見られる．
　一方，生痕化石は豊富である．上部層の主部と最上部とで，その内容が変わる．下半では，泥岩
中のいたるところにブンブク類のハイ跡が見られる．また，タービダイトの砂岩の上面には，水平
パイプ状の生痕が普通に認められる．阿村層のすぐ下の樋の島層最上部では，主部と同じように砂
泥細互層が卓越するが，図版1 , Fig. 4に示したような砂岩層を一垂直に掘り込むパイプ状生痕や，
Ophiomorphaなどが認められる．図版4 , Fig. 1に最上部の砂泥互層の垂直断面を示す．同心
円状の生痕が見られ，かなり大型の堆積物食者によって擾乱されているのがわかる．岩相的には変
わらないが，生痕群集の内容は，むしろ上位の阿村層に似ている．樋の島層主部から阿村層に向かっ
て，堆積盆が次第に浅くなってゆく過程を反映しているのではないかと考えられる．
　ま　と　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　姫浦層群樋の島層主部をなす泥岩は, 　Glｖｃｙｍｅｒiｓ類や竺角貝類，あるいはTexanites類アンモ
ナイトの産出により，浅海性の堆積物ではないかといわれてきたンじかし，よく観察すると浅海生
の貝類は，泥岩中にはさまれている厚さ１ｍほどのスランプ層中（および局地的なタ¬ビダイト
砂岩層中）に限って産出し，まわりの泥岩には見られない．これらの化石は，明らかにスランプに
よってかなり深い海底（現在の大陸斜面程度；他の章を参照）に流し込まれた異地性の産状を示す．
従って，これらは，樋の島層が浅海で堆積したことを示す証拠とはならない．一方，スランプ層の
周囲の泥岩からは，沖合の泥底に棲む底生動物群集が，自生の散在的な産状で見つかる．
　また，樋の島層の泥岩には　　　　　　　　　　　　　二　y
　（ａ）沖合いで普通に堆積したと思われる泥岩.［Deposit feeder による生物擾乱を受けている暗
　　灰色の泥岩:“Pelagic mudstone"］
　（b）タービダイト性の泥岩.［Ripple current lamination を示す細粒砂岩・シルト岩を下底に
　　持つ暗灰色から明灰色の泥岩］
　（ｃ）スランプ性の泥岩．［不規則な形の砂岩パッチなどが入り混じっている泥岩］
　以上の三種類の異なったタイプがあることがわかった．三タイプともそれぞれ化石を含んでいる
が，その持つ意味は，お互いに異なっている．従って，同一の露頭から化石が産する場合でも，堆
積物の性質が異なれば分けて考える必要がある．また，アンモナイ斗が(b)のタービダイト性泥岩
(低密度タービダイト)中から産出する場合がかなりあることもわかってきた．同様の事実は，北
海道蝦夷層群中にも認められ，アンモナイトの古生態やタフォノミ.－とも関連するので現在調査中
である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿"　　／
4｡放散虫群およぴナンノ化石群からみた姫浦層群下部亜層群の堆積環境と年代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岡　村　　真)
　放敞虫群は本論文でとり扱う調査地域の，姫浦・下部亜層群のなかで，樋の島層下部層の上方粗
粒化サイクルを示す黒灰色シルト岩と黒色の頁岩，単調な頁岩相からなる中部層さらに凝灰質頁岩
からなる上部層の上部から産する（図６）．しかしながら多産する層準は，樋の島局下部層と上部
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図５：姫浦層群下郎亜層群からの微化石
　　　（有孔虫・放散虫）産出地点位置図
層の一部に限られる．樋の島層上部層の中・下
部および阿村層からは産出をみない．これらの
放散虫群の産出層準のかたよりは，底生有孔虫
にみられるあらゆる層準からの産出とくらべる
と，連続した海成堆積物中で時間的に大きな堆
積環境の変化があったことを物語る．
　堆積物に含まれる放散虫のみかけの含有量は，
第一義的には堆積速度と生産量によって規定さ
れる．樋の島層下部層にみられる放散虫の豊産
層準は，一時的な外洋海水の流入による，みか
けの生産量の増大に対応しているようにみえる．
これは下部層より，より細粒な中部層の堆積物
に放散虫含有量が少いという結果と好対照をな
す．海成層でありながら放散虫を産しない二層
準については，他の部分より分級度も低く，粗
い堆積物であることから堆積速度が速かったと
推察される．
　堆積物に含まれる放散虫の絶対量も堆積環境
を類推する手掛りの一つとなる．姫浦・下部亜
層群の含有量は，最も多く含まれる試料でさえ
約1 kgのくり返し沸酸処理で数10ないし200
個体程度であり非常に少い．放散虫密度の算定
法(岡村ほか, 1986)によっても，その絶対量
はnxio ／cm3(ｎは個体数)のオーダーであ
る．これは同じ方法で比較した四国に分布する
島孤・海溝系主要堆積物中で，和泉層群と同程
度の含有量である．ちなみに，四万十，゛外和
泉″両層群の頁岩の放散虫密度とは全く異る
(Okamura, 1982 ； 岡村ほか, 1986).このこ
とは地層の堆積速度および放散虫の生産量(外
洋水の流入の程度)に示される堆積環境が和泉
層群のそれと似かよったものであることを示す．
　放散虫群の層位的分布は図２に示す．この中で
全層準を通じて産する種はＡｍｐｈｉｐｖ几ｄａｘ ｓtｏｃｈｉ
で，多産し保存も良い‘(図版5 , figs. 10, 15,
25, 26 and 27).特に放散虫が多産する樋の島
層下部層と上部層上部では，全個体数の50ない
し80％が. A. s£ｏｃ厄で占められる. Ａ.　ｓtocfei
の優占率は海溝から前孤海盆へさらに孤間海盆
へ陸側へ向って高くなる傾向が示されており
(岡村ほか, 1984 ； 岡村ほか, 1986),姫浦層
群が孤間海盆的環境で堆積したことをうかがわ
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Lower M.　I　　　　　　　　Middle M　　　　　　　　　　　　　I U.M
ぶ回誤射ら沿討ｍ§溶溶尚ふ
Alievium sp･
Amphipyndax ｓp･
A　　　　　sp.A
,4.　　　　elfiptica
A.　　　　stocki
Archaeodictyomitra ｓpヽ
Archaeospongorunum sp･
Corn?ella sp･
C.　　　calffornjca･
C/･ucella sp･
Cromyomma nodasa
Diacanthocac
∂/cり/omitrasp･
∂.　　　　formosa
∂.　　　koslovae
D、　　　multicostata
Mito regina
Orbiculifoi･ma so･
Q.　　　　regis
Pateliula sp.
Patulibracchium teslaensis
Phaseliform【】ｓp･
Protoxiphotractus sp一
戸'seudoauloρhacus sp･
P、　　　floresensis
P、　　　lenticuiatus
P.　　　pargueraensis
Spongosaturninusｓp･
StichomifraQsymbatos
S.　　　communis
ｌ
Triactinosphaera ｓp･
Ｔ．　　　mwenoensis
Crucello CQchensis
£/消口tractus sp ｇ
ｉ
図６：姫浦層群下部亜層群から産出した放散虫化石
せる．一方，種の多様度は19属19種と低く，これは和泉，゛外和泉″桔佐古層(Okamura et al.,
1982)とほぼ同程度である．同時代の四万十層群の多様度はきわめて高い. Ａ.　ｓtocfeiとならん
でPseudoaulophacus floresensisも下位より上位までまんべんなく産出する.Ｐ.μｏｒｅｓｅａｓiｓは
Cbniacianより新しい本邦の堆積物中にも普通に見出されている(Taketani, 1982他）．
　年代論的に特に重要な属種については，まずＰｒｏtｏｘiphotｒａｃtｕｓ sp.（図版5 , fig. 2)の産出が樋
の島層上部四にみられる．これは最初に, Pessagno, 1976･によりGreat Valley Sequence のCam-
panianから詳しいレンジが報告され，最近では（岩田ほか, 1986 ；Iwata et al. 1986)により，
北海道の湧別層群よりの報告があった．湧別層群も共産放散単群の年代よりCampanianであるどさ
れる，ほかにＭ池Γegina, Cornutella californicaや知£μlibracchium£ｅＳ臨画Sなども上
部白亜系上部を指示する．
　ナンノ化石群は樋の島層下部の石灰質泥岩の二試料から見出され，保存は良くはないがＷａ£zna-
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uｅｒｉａｂａｍｅｓａｅとMucula decussa£ａ（Ｍ.　ｓtａｕｒｏｐｈｏｒａ）が多く.含まれる．両種とも溶解度指数(solu-
tion index) (Thierstein, 1981)のきわめて高い部類に属する．ちなみにＭ.ｄ£ｃｕｓｓａtａの初出現
はTuronian中期である．
　以上述べてきた放散虫群とナンノ化石群の有孔虫群との関連について注目すると，まず樋の島層
下部層の放散虫の豊産層準とナンノ化石の産出層準が一致する．これは先にのべた外洋海水の流入
（堆積盆の沈降を相対的に考えてもよい）のイベントに一致する．ここでは石灰質の底生有孔虫も
共産する．２回の放散虫のバレン(Barren)層準，樋の島層上部層および阿村層では石灰質微化
石の産出はなく，膠着質有孔虫も少量しか産しない．これは堆積速度がきわめて大であったのか，
汽水域のような堆積環境を考えると矛盾しない．．
　本論でとりあつかった姫浦・下部亜層群は急激な沈降に伴う外洋海水の流入環境下で堆積を始め，
しだいに浅海化をたどった孤間海盆域の典型的な堆積体であると考えられる．
　5.姫浦層群下部亜層群の有孔虫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(安　田　尚　登)
　姫浦層群樋の島層及び阿村層から産出した有孔虫群はその群集組成から大きく３つに分けること
ができる．これらの有孔虫は全体に保存が悪く，産出量も少ないが，その群集組成は岩相の変化に
伴って変化する．
　まず第１の群集は，樋の島層下部や中部上半部などから主とし七産するもので, SilicosigmoぷＵ
血砲baensis Asano,　Ｈａｐｌｏｐｈｒａｇｍｏｉｄ£ｓｏｂｅｓｕｓTakayanagi が優勢で，裁zμ０ρ/zｒ昭moidesωａ-
Iteri (GrzybowskO,Ｂａth.ｖｓｉｐｈｏａ ａｌｅｘａｎｄｅｒiCushman, ＤｏｒｏtｈｉａｏｘｖｃｏＴｉａ(Reuss),Ｇｌｏｍｏｓpiｒａ
即?沁臨(Jones and Parker), Ammoぷs・S sp. や，わずかの石灰質底生種Ｇｙｒｏｉｄｉｎａ ｄ£ｐｒｅｓｓａ
(Alth)などを伴うものである．また，量的には少ないが浮遊性種Globo£runcana sp.も産した．
　第２の群集は，樋の島層中部の下半部に典型的に産するもので，Ｈａｐｌｏｐｈｒａｇｍｏｉｄｅｓ ｏｂｅｓｕｓ,Bathy-
ｓφhon vi££a Naussを中心としTて，わずかな月aplophΓ昭moidesωα1£ｅパを含む単調なものである．
しかも，形態的には粗い膠着物質をもち，サイズ的にはかなり大きいという特徴を有する．これら
は，いわゆる"flysch-type agglutinated foraminifera" (Gradstein and Berggren, 1981)と呼ば
れるもので，この部分の岩相と密接な対応関係がある．底生有孔虫は100％膠着質種であるが，
わずかながら浮遊性種のGlobo£runcana lαρｐａびnti Brotzen が産するのもこの群集の特徴の一つであ
る．
　第３の群集は，浮遊性種及び石灰質の底生種をかなり含むもので，樋の島層下部の最上部及び
上部の最上部だけから産出した．代表的な種としてはＳtiloｓtｏｍｅｌｌａ ａｌｅｘａｎｄ£ｒi(Cushman),Ｓａｒａ-
ｃｅｎａｒiasp･,　Ｇｖｒｏｉｄｉｎａｄ£ｐｒｅｓｓａ,Globoro£?i£es ｃｏ?。s (Carsey), Ｌａｇｅｎａｓｕｌｃａtａ(Walker
and Jacob).　Ｎｏｄｏｓａｒia spp.,£enticulina spp.,Silico ｓigｍｏilina /ｕtａｂａｅａｓiｓ,Ｈａｐｌｏｐｈｒａｇｎｘｏｉｄｅｓ
ｏｂｅｓｕｓ,Ｂａth.ｙｓiph.０几ａｌｅｘａｒｉｄ£ｒi力催し，そのほかにａ面ｏ£runcanalapμirenti, Globotruncana cf.
linneiana (d'Orbigny),月edbergella spp. が含まれる．
　下位から群集の変化と岩相の関係をみると，樋の島層下部の大半は，粗粒な堆積物であるせい
か極めて保存が悪いか無化石である．上位になるにつれ，膠着質優勢な群集を経て.最上部付近
の泥岩から石灰質種に富む群集が見い出された．同層中部のごく最下部には膠着質種優勢な群集
があり，すぐに，石灰質種を含まないものへと移行する．この部分の岩相はかなり厚い砂質泥岩
であり，しばしば薄い砂岩を挾む．特徴的な膠着質種だけからなるこの底生有孔虫群(flysch-
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type agglutinated foraminifera)は, Gradstein et al. (1980によれば，陸源の砕屑物が，かな
り断続的に供給されたことを示しているという．それは，この部分の岩相とよく一致する．樋の島
層上部の大半は砂岩勝ちでほかの化石同様に有孔虫もほとんど産出しない，しかし，最上部付近の
整層した泥岩から石灰質種優勢な有孔虫群が得られた．この群集は姫浦層群では粗粒から細粒へ変
　　　　　　　　　　　　　　　　　¢　　　　　　　　　　　　　.d　　　　　　●?化するひとつのサイクルの最上部にみられるものである．この石灰質種に富む群集こそ姫浦層群の
本来の堆積場を示すものと考えられるが，浅海を示す証拠はなにも得られなかった．樋の島層中部
にみられる膠着質種主体の群集はおそらく砕屑物の断続的な供給忙よるもので，浮遊性有孔虫を含
有していることから，けっしてＣＣＤ以深であることはない．
　これらを北海道における同時代の上部蝦夷層群(Takayanagi, I960)にくらべると，まず群集
組成がかなり貧弱で，その上浮遊性有孔虫の占める割合がかなり低い．どちらかというと年代的に
若い函淵層群のそれ(Yasuda, 1986)と類似している．
6｡お　わ　り　に
　姫浦層群下部亜層群は，岩相により下位より樋の島層・阿村層（新称）に分けられ，さらに前者
は上・中・下の３部層，後者は上・下の２部層に分けられる,．
　樋の島層によく発達するスランプ層は，主に含疎泥岩からなり，砂質相とシルト岩相の貝が混在
している．スランプ層以外では，後者はスランプ層周辺のシルト岩中から普通に産し，前者は一般に
基底近くの砂質層に産する．また，従来考えられてきたより匂深い環境を示す有孔虫が産する．これ
らのことより，スランプ層より産する砂質相の貝は，明らかに異地性のものであることがわかる．
　阿村層は，基底に炭質物を多く含む砂岩層にはじまり，砂岩・泥岩互層，厚さ30 m におよぶ砂
岩層からなる下部層と，砂岩・泥岩互層，泥岩層からなるよ部層より構成される．砂岩中には，サ
ンドパイプや大コンボリューションが見られる．
　樋の島層は，堆積当初間もない頃から急激な海進（浦河海進と思われる.）があり，樋の島層上
部から阿村層にかけての海退もかなり急激に起ったことが推測できる．また，産出する放散虫・有
孔虫化石は以上のことを支持する．
　また，近くに分布する御所浦層群は，デルタ的な堆積物である（松本, 1938)のに対し，姫浦層
群は対称的な深い環境を示しているので，これは海進・海退というユースタティクな変化だけでな
く，姫浦層群堆積時にテクトニックな沈降が同時に進行している可能怖があることを示唆している
と思われる．
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Plates　１～６
図　版　１　説　明
Fig. 1. 2:阿村層下部層の砂岩層中に発達するスラム･ンプ構遥（松島町阿村東岸）
Fig. 31樋の島層と阿村層の境界付近；→で示す／（松島町阿村東岸）
Ｆｉｇ･4;:樋の島層上部層の砂泥互層中にみられる生痕化石（松島町阿村東岸）
Ｆｉｇ･･5: 樋の島層上部層を構成する砂泥互層（竜ケ岳町池の浦）
Fig. 6 : 樋の島層下部層に発達するスランプ構造；含疎泥岩層（和田の鼻）
Fig. 7 : 樋の島層下部層にみられるリップル・マーク（椚島）
Fig. 8 : 樋の島層下郎層の砂岩層上面にみられる生）痕化石（椚島），
Plate 1
図　版　２　説　明
Opiｓ ａｍａｆｅｕｓｅ几ｓiｓUeda
　　Fig. 1 ：左殼，×１；和田ノ鼻
Glycymeris (Glｙｃｙｍｅｒiｓ?）ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓ Nagao
　　Fig. 2:左殼，×1.2;椚島
　　Fig. ３： 右殼，×１；椚島
　　Fig. ４： 左殼内型×１；椚島
Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｍｉｎｏｒ（Ｙａｂｅet Nagao)
　　Fig. ５：左殻，×１；和田ノ鼻
　　Fig. ６：左殼，×１；和田ノ鼻
Ｅｒiphｙｌａ ｈｉｇｏｅ几ｓiｓTashiro
　　Fig. 7 : 右殼，×１；御興来（宇土半島）
　　Fig. 8：左殼内型，ゴム型，×１；和田ノ鼻
Ｓｐｏｎｄｖlｕｓｐｓeitｄｏｃａｌｃａｒａti↓ｓTashiro
　　Fig. 9 : 左殼・ゴム型，×１；椚島
Ｐａｒｖａｍｕｓｓiｕｍ ｙｕbaｒｅｎｓ （Ｙａｂｅ et Nagao)
　　Fig. １０：右殼・内型印象, xi.5;椚島
Miltｈａ ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓTashiro
　　Ｆｉｇ」1:左殻・ゴム型，×１；和田ノ鼻
　　Fig. 12 :　同・内　型，×１;屑上
Thｖａｓiｒａ ｈｉｍｅｎｏｕｒｅ几ｓiｓTashiro
　　Fig. 13 : 左殼，×１；椚島
　　Fig. 14 : 右殼，×１；和田ノ鼻
ＳｏｌｅｍｙａａｎｇｕｓtｉｃａｕｄａtａNagao
　　Fig. 15 : 左殼，×１；椚島
Ｎａａｏｎａｕiｓｓachali几ｅｎｓiｓ(Schmidt)
　　Ｆｉｇ･ 16 : 左殼，×１；和田ノ鼻
Ｅｚｏｎｕｃｕｌａｎａ　ｍｏｃtｒａ可ｏｒmiｓｍａｃtｒａ可ｏｒmiｓ（Ｎａｇａｏ）
　　Fig. 17 : 右殼・内型コyム型；×1-5;和田ノ鼻
　　Fig. 18 : 左殼，×２；和田ノ鼻’
Ｎｕｃｌａ（Ｌｅｉｏｎｕｃｕla）foｒｍａｓａ Nagao
　　Fig. 19 ：左殼，×1.5;御興来（宇土半島）
Ｎｕｃｉｉｌｎ（Ｎｕcitla) amanoi Tashiro
　　　Fig.　20 : 左殼，×２；和田ノ鼻
Ａｃｉｌａ( Truncacila )hofefeaidoenｓiｓ(Nagao)
　　Fig. 21 :右殻，×２；和田ノ鼻
Ｆｅａｅｓtｒｉｃａｒdltａｄｅｎｓigｒａｎｕlatａ Tashiro
　　Fig. 22 : 右殼，×２；和田ノ鼻
※姫浦層群下部亜層群下部層からの主要二枚貝化石（ただしイノセラムスは除く）を示す。宇土半島から
　の標本は参考までに示す。
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図　版　３　説　明
Fig ｌ：樋の島層基底部のＳｐｏａｄｙlaｓｐｓｅｕｄｏｃａｌｃａｒａｔｕｓ密集層の垂直断面
　　（椚島Ｌｏｃ.Ｋｇ－01の下位）
Fig. 2 : 樋の島層下部層主部のスランプ泥岩の垂直断面（説明は本文中；図４参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図版の天は，地層の上と一致．　等倍.）
Plate 3
１
図　版　４　説　明
Fig. 1 : 樋の島層最上部の砂泥互層の垂直断面（説明は本文中）
Fig. 2A :樋の島層下部層中のＥｕｐａｃｈｙdiｓci↓ｓ ｈａｒａｄａｉの産状（椚島Ｌｏｃ.Ｋｇ－23）
Fig. 2B :2Aの垂直断面;　矢印はアンモナイトの含まれている位置（本文中に詳細）
(図版の天は，地層の上と一致．等倍)
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Plate 4
　　　　　　　図　版　５　説　明
A11 figures are scanning electron micrographs,
Fig. 1 : Diacanthocapsa sp. indet.　　　　　　　　　　　　　　　　.
Fig. 2 : Ｐｒｏtｏｘiphotｒａｃtｕｓsp. indet.
Fig. 3 : Dictyomi£ra mul£icos£ａ£a Zittel
Fig. 4:Litｈａtｒａｃtｕｓsp.
Fig. 5：ＰａtｕlibｒａｃｃＫｉｕｍtｅｓｌａｅｆvｓiｓPassagno
Fig. 6 : Ｄｉｃtｙｏｍｉtｒａｆｏｒｒａｏｓａ（?) Squinabol
＾ig･　^　'■Ｓｔichomitｒａ ａｓ＾ｒｎｂａtｏｓForeman
Fig. 8:Ｄｉｃtｙｏｍｉtｒａ　ｓp-indet.
Figs. 9 and 29 : Ｃｏｒｎｕtellacali/ｏｒａｉｃａCampbell and Clark
Figs･ 10， 15, 25, 26 and ２１　■｡　Ａｒａｐｐｈｉｐｖｎｄａｘｓｔocfei(Campbell and Clark)
Fig. 11 : Miｔａｒｅｇｉｒｖａ(Campbell and Clark)
Fig. 12:j々l£ellula sp. indet.
Fig. 13 ＩＡｍｐｈｉｐｙｎｄａｘ（?)sp. indet.
Fig. 14 : ＆iCんｏｍｉ£Γasp. indet.
Figs.】6 and 17 : ﾉ1c£inommidae gen. et sp. indet.
Figs. 18, 19, 22 and 28 I AｒｃＫａｅｏｄｉｃtｙｏｎａｉtｒａ（?)sp.
Fig. 20 I Spo几ｇｏtｒipｕｓ（?) sp.
Fig. 21 : Actinommidae gen. et sp. indet.
Fig. 23 I Dictｙｏｍｉtｒａｓp･
Fig. 30 : Ｃｒｕｃｅｌｌａｃ ｃｆｉｅ。iｓPessagno
Figures 1－6 ；am-2, Hinoshima Formation, upper membｅｒ.
Figures 7 ―12 ! B ―1, Hinoshima Formation, upper member.
Figures 13-16 ； Kg-005, Hinoshima Formation, lower member.
Figures 17-18 ；Ｋ－10， Hinoshima Formation, lower member.
Figures 19-21 ； KJ-4.
Figures 22-23.J Kg-23, Hinoshima Formation, lower member.
Figures'･24パ30;'WA-002, Hinoshima Formation, lower member.
Scale Ａ : Figs 5,.11, 12, 16, 17, 18, 21 and 26.
Scale 'Ｂ: other figs.
Plate 5
図　版　６　説　明
Fig. 1 ：ＢａthjiｓｉｐｈｏｎａｌｅｘａｎｄｅｒiCushman
　　　　　　　　　am ―2
Fig. 2 １Ｂａthｙｓｉｐｈｏｎ.ｕittａ Nauss
　　　　　　　　　HK-5
Fig. 3 ：Ａｍｍｏｄｉｓｃｕｓｃｒｅtａｃｅｕｓ(Reuss)
　　　　　　　　　Ｗ－6
Figs. 4, 6'･ＨａｐｌｏｐｈｒａｇｍｏｉｄｅｓｏｂｅｓｕｓTakayanagi
　　　　　　　　　４：am ―5, 6：Ｓ－８
Figs. 5, 7：召apLopんragmoidesω?£eri (Grzybowski)
　　　　　　　　　5:ａｍ－2，7:KJ-01
Fig. 8:Ｄｏｒｏthia oχｙｃｏｎａ(Reuss)
　　　　　　　　　KJ-03
Figs. 9， 10 I Silicoｓｉｅｍｏｉｌｉｎａ∫ｕtａｂａｅｎｓiｓAsano
　　　　　　　　　９:W-6, 10:KJ-03
Fig. 11 : Ｇｌｏｍｏｓpiｒａｇｏｒdialiｓ（Ｊｏｎｅｓand Parker)
　　　　　　　　　Ｗ－6
Figs. 12, 13 : Ｎｏｄｏｓａｒiaspp.
　　　　　　　　　12, 13:Ｗ－6
Fig. 14 :Ｌａｇｅｎａｓｕｌｃａtａ(Walker and Jacob)
　　　　　　　　　Ｗ－6
Fig. 15 : Ｇａぴelinella sp.
　　　　　　　　　am-5
Fig. 16 : Cloboro£alites conicus (Carsey)
　　　　　　　　　kg-005
Fig. 17 : Ｇｖｒｏｉｄｉａａsp.
　　　　　　　　　Ｗ－６
Fig. 18 ：むぞrl£ic以詞αｓp･
　　　　　　　　　Ｗ－6
Figs. 19, 20 : Globo£runcana laρραΓｅａ£iBrotzen
　　　　　　　　　19 : KJ-03, 20:AM-001
Fig. 21 : Ｇｌｏｂｏtｒｕｎｃａｎａｌｉ几ｎｅｉａｎａ(d'Orbigny)
　　　　　　　　　AM-001
Figs. 22, 23 : Ｈｅｄｂｅｒｇｅｌｌａspp.　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　22:S－8，23:KJ-04
Scale Ａ
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